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議 題 

１．開会の言葉（校長） 

 

２．校長あいさつ（校長） 

  

３．情報共有（進行：校長） 

（１）４～６月の教育活動の報告 

小松：滝野川小学校の火災事故を踏まえて、避難訓練や安全対策など

変更することはあるか。 

幸田：コンセントプラグを抜くなど市教委からも指示が来ている。 

千島：スクールロイヤーの活用を気軽にできるとよい。 

校長：学校と家庭の中に入ってやっていくものではないので、難しい

と感じているところである。 

 

（２）ひらまるンピック２０２６について 

 校長：天気に恵まれ無事に終了することができた。当日は、PTAから

呼びかけていただいたボランティアの方々のご協力もあり、円

滑に運営することができた。また、おやじの会にも朝からテン

ト張り等協力いただき、感謝している。 



 千島：短時間でテント張りを済ませてしまう様子を拝見した。片付け

も、保護者、卒業生が加わり短時間で終わった。様々な立場の

人が声をかけ協力を依頼する形がよい。 

 菅原：気づいた方が自転車をきれいに並べてくれていた。 

 

（３）ＰＴＡから 

菅原：集団登校と個別登校が選択でいるようになった。特に大きな問

題は起きていない。キッズフェスタについては、昨年は本部が

運営していたものを変更し、ボランティアやキッチンカー、委

託業者に運営を依頼する案が出てきている。 

 千島：PTA加入者しか集団登校はできないのか。 

 菅原：個人情報の提供等あれば、登校班に入ることは可能である。 

 校長：あまり早い時刻に登校することはないが、今後は職員の勤務開

始時刻と児童の登校時刻のすり合わせが必要になっている。 

 

４．協議（進行：校長） 

（１）除草作業について（千島） 

・地域の人がやる気をもってやっている。回覧板を作成した。でき

るだけ早めに回覧する。連名で、PTA会長の名前と一緒に通知す

る。「回覧用」の部分を「お誘い」として、地域の方にも配布す

る。 

・地域で何か一緒にやりたい気持ちがある。コミュニティーを育て

る。地域デビューがしやすいようにする。夏休み明け、草が根に

入り込み、ボールがまっすぐ転がらなくなってしまうの防ぎた

い。 

鈴木：狩払機だけ気を付けるようにしたい。ガソリン入れたりする

ときも注意を図る。 

菅原：昨年度まで子供は危ないので、参加できないことが書かれて

いたが、今年は明記がない。どうすればよいか。 

千島：子供がやっている姿が一番美しい。できるだけ子供も一緒に

やってもらいたい。狩払機は安全面に気を付けて、できるだ

け前日に終わるようにする。 

小松：機械に近づかないこと、親が目を離さないこと、熱中症に気

を付けることを伝えればいい。 

校長：小さな子供から目を離さないようにという言葉を入れてもよ

い。 

小松：除草作業は今年で何年くらいやってるのか。 

校長：PTAと連名でやっているのは、３年前からである。除草作業自

体は以前からある。かつては、行事の中で除草作業を入れて

いたが、それが難しくなっている。保護者の目の届く範囲の

もの子供と一緒にやることができればよい。 

菅原：なるべく、事前に刈れるようにし、安全面に努める。 



（２）給食試食会について（校長） 

・今年度は１０月１日を予定している。 

・地区５名程度とさせていただきたい。 

・昨年度、いらした方は、教室に入ることが緊張するとおっしゃっ

ていたが、帰ってくるときには、子供たちが見送りをしてくれ

て、その姿がほほえましかった。子供たちにも名前を覚えるよう

に伝えてある。 

・今後行われる校内音楽会においても観覧できるようにしていく予

定である。 

菅原：名前を覚えるのであれば、ボランティアもひらがなで名札を

つくるとよい。 

千島：名札は持っている。 

校長：昨年度、各クラスで名札を作っていた。 

千島：費用は、できたら個人負担させないで、自治会で負担できれ

ばよい。 

小松：普段はいろいろなことをやってもらえているので、できれば

よいと思う。 

千島：地域と学校がつながることが大事である。将来的に子供たち

が地区に誇りをもっていけるとよい。 

５．諸連絡 

 

６．閉会の言葉（校長） 

  
 


